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1988）によって 1～ 3拍までの短い語の音調が明らかになっている。金田一（1975: 234–235）に
よれば 1～ 3拍語には次のような 2つの型がある（○は低，●は高）。
（1）  音調型 語例
   ●○  「秋」「蚊が」…
   ○●  「足」「葉が」…
   ●●○ 「兜」「秋が」…










（2）  標準語と安島方言重子音の対応例（新田（2011: 15）より一部引用）
   kura‖ﬀa   ：  ﬀa「蔵」，maﬀa「枕」
   kuro‖ﬀo  ：  ﬀo「黒」，ﬀoi「黒い」，tebuﬀo「手袋」
   kuwa‖ﬀa  ：  ﬀa「桑，鍬」，iﬀa「行くワ」（行く＋終助詞ワ）















（3）  三国町安島方言の1～4音節名詞言い切り形（松倉・新田 2016: 84）
  A [蚊ー。  ニ[ワ。   [サ]カ[ナ。  カ[ミ]ナ[リ。
  B [葉ー。  [ヤ!マ。  コ[コ!ロ。  ア[サガ!オ。
  C [芽]ー。  [マ]ド。  ハ[タ]ケ。  ア[マザ]ケ。
　なお直後に別の語が続く環境（接続形）では言い切り形と若干異なる音調を取るという。
（4）  三国町安島方言の1～4音節名詞接続形（松倉・新田 2016: 84）
  A [蚊ー]…  ニ[ワ]…  [サ]カナ…  カ[ミ]ナリ…
  B [葉ー]…  [ヤ]マ…  コ[コ]ロ…  ア[サガ]オ…
  C [芽]ー…  [マ]ド…  ハ[タ]ケ…  ア[マザ]ケ…













　本稿の記述は安島出身・在住の 1942年生女性話者の調査に基づく 2。調査は 2014年 8月から
2 他に同世代の 2名の話者（1941年生女性 2名）とも一部同じ内容の調査を行い個人差の程度を確認した。
どの話者にも本稿で記述する体系の基本的な枠組みは共有されていると見られる。
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して ] …大きな下降，! …小さな下降，[ …上昇の他，○]] …音節内下降を用いる。
3.1 文節性と系列化





     1μ   1σ2μ  2σ    3σ	 	 	   4σ       5σ
   1A  [カ。   [カー。  カ[ガ。   [カ]ヨ[リ。  カ[ヨ]リ[モ。   （蚊）
   2A          ニ[ワ。   [ニ]ワ[ガ。  ニ[ワ]ヨ[リ。   ニ[ワヨ]リ[モ。
   3A               [サ]カ[ナ。  サ[カ]ナ[ガ。   サ[カナ]ヨ[リ。
   4A                     ニ[ワ]ト[リ。   ニ[ワト]リ[ガ。
   1B  [ハ。   [ハー。  [ハ!ガ。  ハ[ヨ!リ。  ハ[ヨリ!モ。   （葉）
   2B          [ヤ!マ。  ヤ[マ!ガ。  ヤ[マヨ!リ。   ヤ[マヨリ!モ。
   3B               コ[コ!ロ。  コ[コロ!ガ。   コ[コロヨ!リ。
   4B                     ア[サガ!オ。   ア[サガオ!ガ。
   1C  [メ。   [メ]ー。 [メ]ガ。  メ[ヨ]リ。  メ[ヨリ]モ。   （芽）
   2C          [マ]ド。  マ[ド]ガ。  マ[ドヨ]リ。   マ[ドヨリ]モ。
   3C               ハ[タ]ケ。  ハ[タケ]ガ。   ハ[タケヨ]リ。
























（7）  3音節 A型の環境別バリエーション
 単独言い切り形 文頭接続形 非文頭言い切り形
 [○]○○。  [○]○○… …[○]○○。
 [○!○○。  [○!○○… …[○!○○。
 [○○○。  [○○○4…
 [○]○[○。   …[○]○[○。










4  2音節 A型と異なり，後続する文節との境界に下降は生じない（例：[ニワガア]ル「庭がある (A+C)」，[ウ
メノエ]ダガモ]エ[ル「梅の枝が燃える (A+A+A)」）。
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（8）  [サ]カ[ナ(HLH～HLM) →　[サ!カナ(HMM)　→　[サカナ(HHH～MHH)（通時的な成立順）




















一度その実態を詳述する必要があると思われる。図 1に 2，3音節 B，C型のピッチ曲線を示し
ながら各型の特徴を述べる。
5 重起伏調 (HLH)を解消する手段として松森（1993: 40）には「a. 一峰化」(HLH > HLL)，「b. 高平化」(HLH 
> HHH)，「c. ダウンステップ」(HLH > HHM)の 3例が挙げられている。安島方言ではこれらの変化がほぼ
同時多発的に進行し，変化前後の新旧両型が自由変異的な（一部条件異音的な）バリエーションとして共時
的に併存している状態にあると見られる。
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（10）  2音節 B，C型のバリエーション
   B型：[○!○～[○]○








6 図 1，図 2ともに 1942年生女性による調査票読み上げの発音。音声分析には Praat（ver 5.3.61）を用いた。




（11）  4音節 B，C型のバリエーション
   B型：○[○○!○～○[○○]○～○○[○!○～○○[○]○







　図 2のピッチ曲線を見ると，B型では 1音節目内部のピッチの上昇ののち，2音節目から 3音
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（12）  A，B，C各型の上昇位置のバリエーション 7（5音節を例に）
  A型：ニ[ワト]リ[ガ～ニワ[ト]リ[ガ～ニワ[ト]リガ
  B型：ア[サガオ!ガ～アサガ[オ!ガ～アサガ[オ]ガ    【上昇の遅れがしばしば生じる】






れる撥音・長音・促音に，連母音 ai，oi，uiの第 2母音 i及び語中の無声化母音は，アクセント
上の長さを数える単位，アクセントを担う単位としての独立性を基本的には持たない。
（13）  撥音・長音に終わる 2音節 3モーラ名詞の音調
  音節構造：  CV.CVN         CV.CVV
    A    カ[ガン。  [カ]ガン[ガ。             （鏡）
    B    [ミ!カン。 ミ[カン!ガ。  [サ!トー。 サ[トー!ガ。 （蜜柑，砂糖）
    C    [ハ]サン。 ハ[サン]ガ。  [ブ]ドー。 ブ[ドー]ガ。 （鋏，葡萄）
　続いて安島方言では語末に立たない促音・無声化母音を含む語例を示す。
（14）  促音・無声化母音を含む A型語の音調（下線部シが無声化）
      2σ    3σ
   促音 カッ[テ。  [ア]ガッ[タ。  （勝手，上がった）







  音節構造：   CV  CCV     CVV  CV.V
    A     [カ。  [ffa。ffa[ŋa。   [ハイ。～ ハ[イ。 （蚊，鍬，灰）
    B     [ハ。  [ffa。[ffa!ŋa。  [カイ。～ [カ!イ。 （葉，蔵，貝）
    C     [メ。  [ffo。[ffo]ŋa。  [ダ]イ。     （芽，黒，台）
7 上昇位置以外に関するバリエーションは一部省略する。























   助詞類   自立語と同じ文節に含まれる  自立語のアクセント単位に含まれる①
                        自立語のアクセント単位に含まれない②
                        「従属付属語＋特殊付属語」に分析可③
        自立語と同じ文節に含まれない  A～ C型の指定なし④
                        A～ C 型の指定あり⑤











   1σ   オ，ガ，デ，ト，ニ，ノ，モ，ワ《以上格助詞または副助詞「を，が，で，と，に，の，
も，は」》，カ《疑問の終助詞》，デ《終助詞》，デ《理由の接続助詞》，ト《引用》，ヤ
《指定の助動詞》，ワ《終助詞》，ン・ノ 9《準体助詞》
   2σ  カラ，グライ，コソ，ゴト，サエ，シカ，ダケ 10，デモ，ナラ，マデ，ヨリ
   3σ  ダラケ
（18）  1～ 4音節名詞＋従属付属語「ナラ」（言い切り形）【対立・中和パターン：A/B/C】
     1σ1μ    2σ      3σ       4σ
   A  [カ]-ナ[ラ  ニ[ワ]-ナ[ラ  サ[カナ]-ナ[ラ  ニ[ワトリ]-ナ[ラ
   B  ハ-[ナ!ラ  ヤ[マ-ナ!ラ  コ[コロ-ナ!ラ  ア[サガオ-ナ!ラ








   2σ   ケド，コト《事》，サケ・サカイ《理由の接続助詞》，ダケ 11，タメ《為》，トキ《時》，
ドマ《例示の副助詞「など，なんか」》，ナンカ《左に同じ》，ホド《程》，ミタイ《比
況・推定の助動詞「みたい（な）」》，ワケ《訳》，(ン )タナ 12《ミタイの方言形》
（20）  1～ 4音節名詞＋特殊付属語「ドマ」【対立・中和パターン：ABC，AB/C，A/B/C】
     1σ1μ    1σ2μ (CVV)    2σ      3σ       4σ
   A  [カ]=ドマ  [ハイ]=ドマ（灰)  ニ[ワ]=ドマ  [サ]カナ=ドマ  ニ[ワ]トリ=ドマ
   B  [ハ]=ドマ  [カイ]=ドマ（貝)  ヤ[マ]=ドマ  コ[コロ]=ドマ  ア[サガオ]=ドマ
   C  [メ]=ドマ  [ダ]イ=ドマ（台)  [マ]ド=ドマ  ハ[タ]ケ=ドマ  ア[マザ]ケ=ドマ
9 ンは直前の母音と 1つの音節にまとまる。例えば，ネ[ル「寝る（A型）」＋ンカ「のか」→[ネ]ルン[カ「寝
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　従属付属語を続けた（18）とは文節全体の音調が大きく異なる。型の中和パターンも大きく変








   A ニ[ワ]=ミタイ  ニ[ワ]=ミタイ-ニ   （庭みたい(に)）
   B ヤ[マ]=ミタイ  ヤ[マ=ミ]タイ-ニ   （山みたい(に)）













     1σ2μ（音便形）
   A  [ネッ]=サケ   [ネッ]=サケ-ヤ   （寝るから(だ)）
   B  [オッ]=サケ   オッ=[サ]ケ-ヤ   （居るから(だ)）
   C  [ミッ]=サケ   [ミッ]=サケ-ヤ   （見るから(だ)）
13 例えば[サ]カナ…は 3.2.2で記述した通り，[サ!カナ～[サカナにも実現する。その場合，ドマは低く続く（[サ
カナ]ドマ）。
14 動詞にも 3つの型の対立が存在する（ただし 1音節 B型は未見）。各型の音調も各種付属語が付いた際の
振舞いも名詞と同じ。以下に 1～ 4音節動詞の語例を挙げる。なお「隠れる」は kaﬀeruが本来の形。
  1σ    2σ   3σ    4σ
A  [コー  ネ[ル  [ア]ガ[ル キ[コ]エ[ル （買う　寝る　上がる　聞こえる）
B  ―    [オ!ル  サ[ガ!ル  ア[ツメ!ル  （　　　居る　下がる　集める　）
C  [オ]ー [ミ]ル  ア[ル]ク  カ[クレ]ル  （会う　見る　歩く　　隠れる　）
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     2σ（非音便形） 
   A  ネ[ル]=サケ   ネ[ル]=サケ-ヤ   （寝るから(だ)）
   B  オ[ル]=サケ   オ[ル=サ]ケ-ヤ   （居るから(だ)）












（23）  1～ 4音節名詞＋複合付属語「ヤロ」【対立・中和パターン：A/BC】
     1σ     2σ	 	 	 	 	  3σ       4σ
   A  カ-[ヤ]ロ  [ニ]ワ-ヤロ  サ[カ]ナ-ヤロ  ニ[ワト]リ-ヤロ
   B  [ハ]-ヤロ  ヤ[マ]-ヤロ  コ[コロ]-ヤロ  ア[サガオ]-ヤロ
   C  [メ]-ヤロ  マ[ド]-ヤロ  ハ[タケ]-ヤロ  ア[マザケ]-ヤロ
　A，C型に関しては，「名詞＋ヤ」までの部分で各型の接続形の音調が実現し残る「ロ」は低
く続く。つまりカ-[ヤ]…，[ニ]ワ-ヤ…（A型）あるいは[メ]-ヤ…，マ[ド]-ヤ…（C型）等の「名
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（24）  1～ 4音節名詞＋複合付属語「ヤロ」＋従属付属語「カ」
   【対立・中和パターン：AB/C，A/B/C】
     1σ	 	 	 	 	  2σ       3σ	 	 	 	 	 	 	  4σ
   A  カ-[ヤ]ロ-カ  [ニ]ワ-ヤロ-カ  サ[カ]ナ-ヤロ-カ  ニ[ワト]リ-ヤロ-カ
   B  ハ-[ヤ]ロ-カ  ヤ[マ-ヤ]ロ-カ  コ[コロ-ヤ]ロ-カ  ア[サガオ-ヤ]ロ-カ

















   【従属付属語】{○○○▽▽}AU   例：{サカナナラ}
   【複合付属語】{○○○▽}AU▽   例：{サカナヤ}ロ
   【特殊付属語】{○○○}AU▽▽   例：{サカナ}ドマ




（26）  鹿児島市方言における「2音節名詞＋ンゴチャッ」の音調（木部 2012: 81）
   A ハ[ナン]ゴ・チャッ  （鼻のようだ）
   B ハナン[ゴ・]チャッ  （花のようだ）
　「～ゴ」までで名詞の音調が実現し「チャッ」の部分が独立するのは，木部（2012: 81）によれば 







（27）  1～ 3音節名詞＋複合付属語「ヤッタラ」【対立・中和パターン：AB/C，A/B/C】
     1σ       2σ        3σ
   A  カ-[ヤッ]タラ  [ニ]ワ-ヤッタラ  サ[カ]ナ-ヤッタラ
   B  ハ-[ヤッ]タラ  ヤ[マ-ヤッ]タラ  コ[コロ-ヤッ]タラ






   A ヒ[マ] ッテ…  （暇って（聞いた））
   B [ユ!キ ッテ…  （雪って（聞いた））





   A ネ[ル] ツモ]リ[カ  （寝るつもりか）
   B [オ!ル ツモ]リ[カ  （居るつもりか）
   C [ミ]ル ツモ]リ[カ  （見るつもりか）






部 2012: 91），喜界島湾方言の /beeri/（上野 2012b: 57）など。

































聴かれる様々なバリエーション（HLH～ HMM～ HLL～ HHH）は，全て HLHから音声的
なレベルで随意に生じる異音とみなし，あくまでも末尾 3音節の音韻的な表示はHLHであると
考える（3.2.2も参照）。2音節の語・文節には基本的に 1つ目のHが結びつく音節（tone-bearing 

















（31）  1～ 4音節名詞＋「ナラ／ドマ／ヤロ／ヤロカ」の音調（言い切り形）
    ＋ナラ（従属）  ＋ドマ（特殊）  ＋ヤロ（複合）  ＋ヤロカ（複合＋従属）
   A  [カ]ナ[ラ    [カ]ドマ     カ[ヤ]ロ     カ[ヤ]ロカ
     ニ[ワ]ナ[ラ   ニ[ワ]ドマ    [ニ]ワヤロ    [ニ]ワヤロカ
     サ[カナ]ナ[ラ  [サ]カナドマ   サ[カ]ナヤロ   サ[カ]ナヤロカ
     ニ[ワトリ]ナ[ラ ニ[ワ]トリドマ  ニ[ワト]リヤロ  ニ[ワト]リヤロカ
   B  ハ[ナ!ラ     [ハ]ドマ     [ハ]ヤロ     ハ[ヤ]ロカ
     ヤ[マナ!ラ    ヤ[マ]ドマ    ヤ[マ]ヤロ    ヤ[マヤ]ロカ
     コ[コロナ!ラ   コ[コロ]ドマ   コ[コロ]ヤロ   コ[コロヤ]ロカ
     ア[サガオナ!ラ  ア[サガオ]ドマ  ア[サガオ]ヤロ  ア[サガオヤ]ロカ
   C  メ[ナ]ラ     [メ]ドマ     [メ]ヤロ     [メ]ヤロカ
     マ[ドナ]ラ    [マ]ドドマ    マ[ド]ヤロ    マ[ド]ヤロカ
     ハ[タケナ]ラ   ハ[タ]ケドマ   ハ[タケ]ヤロ   ハ[タケ]ヤロカ
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1σ2μ* 1σ2μ** 2σ 3σ～
＋従属 A/B/C （例：ナラ（18））
＋特殊 ABC AB/C A/B/C （例：ドマ（20））
＋特殊＋従属 AC/B A/B/C （例：サケ-ヤ（22））
＋ 2σ複合 A/BC （例：ヤロ（23））
＋ 2σ複合＋従属





















   C型     ○˥      ○˥○   ○○˥○   ○○○˥○   ○○○○˥○
 
         LH      LH    L  H    L  H      L H












（34）  昇降式による音調付与（ ˥ は下げ核を表す）
   A型   ○˥   ○○˥   ○○○˥   ○○○○˥   ○○○○○˥
 
        LHLH  LHL H     LH L H   L H L H     L H L H
   実現型： [○    ○[○   [○]○[○   ○[○]○[○  ○○[○]○[○～
                              ○[○○]○[○
   B型    ○   ○○   ○○○   ○○○○   ○○○○○
 
       LHLH    LH L H  L H L H    L H L H      L H L H
   実現型： [○   [○!○   ○[○!○   ○[○○!○～  ○[○○○!○～
                       ○○[○!○   ○○○[○!○
　昇降式の音調 LHLH（左から順に L1，H1，L2，H2と呼ぶ）のうち，L2が A型では次末音
節（1音節語の場合末尾音節）に結びつき，B型では末尾音節に結びつく。L1とH1に関しては，
語頭 1音節目に L1が結びつき 2音節目以降にH1が拡張する発音（例：○L1[○○○H1!○）と，
1音節目からH1の直前まで L1が拡張する発音（例：○○○L1[○H1!○）ともに可能である。
　安島方言では上昇調の音節（音節内部の上昇）が許容されず，音韻的に LHが結びついた音
節は音声的なレベルでHあるいはMの level tone に単純化される。1音節語の場合，R > H（R: 
20  [サ]カ[ナ，ニ[ワ]ト[リといった重起伏調を生じるという点で，岐阜県旧揖斐郡徳山村戸入方言（山口
1984b，上野 1987）や石川県能登島島別所方言（新田 2005，平子 2015）に報告されるいわゆる「くぼみ式」
に類似する音調ではないかと思われる。くぼみ式とは，山口（1984b）から語例を引くと，[ヒ]ダ[リ，[カン]
ザ[シ，[ムギ ]バタ[ケ（3語とも無核語）のような重起伏調を生じる式音調である。戸入方言や島別所方言で








**[○]○[○]… ＞ *[○!○○]… ＞ [○!○○… ＞ [○○○…
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Rising），Hに続く RはHR > HMとなる。
　A型の末尾 3音節に結びつくHLHは，音声的なレベルでダウンドリフト（HLH > HLM，さ
らに進んでHLM > HLL）やH，Mに挟まれた低音調 (L)のH，Mへの同化（HLM > HMMあ
るいは HLH > HHH）を被る。結果として，3音節以上の A型は 3.2.2や 3.6.1で述べたように
とりわけ幅広い実現型のバリエーションを示す。
　ここで一度各型の音韻論的な解釈をまとめる。
（35）  1～ 5音節各型の音韻論的解釈（^ は昇降式，‾ は平進式を表す）
           1σ   2σ    3σ     4σ	 	 	 	 	  5σ
   A（昇降式有核）  ^○˥  ^○○˥  ^○○○˥  ^○○○○˥  ^○○○○○˥
   B（昇降式無核）  ^○   ^○○   ^○○○   ^○○○○   ^○○○○○











さらに，A，B型と C型の相違点に加えて，A型の末尾 3音節の重起伏調（HLH）と B型の末


















（20）  （再掲）1～ 4音節名詞＋特殊付属語「ドマ」
     1σ1μ    1σ2μ (CVV)    2σ      3σ       4σ
   A  [カ]=ドマ  [ハイ]=ドマ (灰)  ニ[ワ]=ドマ  [サ]カナ=ドマ  ニ[ワ]トリ=ドマ
   B  [ハ]=ドマ  [カイ]=ドマ (貝)  ヤ[マ]=ドマ  コ[コロ]=ドマ  ア[サガオ]=ドマ
   C  [メ]=ドマ  [ダ]イ=ドマ (台)  [マ]ド=ドマ  ハ[タ]ケ=ドマ  ア[マザ]ケ=ドマ
（21）（再掲）2音節名詞＋特殊付属語「ミタイ」（＋ニ）
     2σ
   A  ニ[ワ]=ミタイ   ニ[ワ]=ミタイ-ニ   （庭みたい(に)）
   B  ヤ[マ]=ミタイ   ヤ[マ=ミ]タイ-ニ   （山みたい(に)）













   A型  ^ニワ˥ ＋ ドマ˥ → ^ニワ˥ドマ
   B型  ^ヤマ  ＋ ドマ˥ → ^ヤマドマ˥
   C型  ‾マ˥ド ＋ ドマ˥ → ‾マ˥ドドマ
22 二型アクセント体系を有する喜界島上嘉鉄方言（上野 2012b）にも，無核語に付いた際にのみ自らの核を
実現させる性質を持つ付属語（助詞 /Kara/と /madi/）が存在する。上野（2012b）によれば，上嘉鉄方言に
おいて区別される 2つの型（α系列と β系列）はそれぞれ α系列＝無核型，β系列＝単語の次末拍に昇り核
のある型と解釈される。そして /[Kara/と /[madi/（カラとマデ）はその 1拍目に昇り核（[）を持つ有核の助
詞で，無核型の α系列に付いた場合は，「あたかも，/midu[Kara/, /taTami[madi/という「文節」が β系列の「単語」
に相当する形になる」（上野 2012b: 62）。一方，有核型の β系列に付いた場合には助詞 /Kara/と /madi/の持
つ核は，直前の自立語の昇り核に消される形で実現しない（/ha[Tana/+/[Kara/ > /ha[TanaKara/）。






     1σ1μ    1σ2μ (CVV)  2σ	 	 	 	 	  3σ       4σ
   A  ^カ˥=ドマ  ^ハイ˥=ドマ  ^ニワ˥=ドマ  ^サカナ˥=ドマ  ^ニワトリ˥=ドマ
   B  ^ハ=ドマ˥  ^カイ=ドマ˥	 ^ヤマ=ドマ˥  ^ココロ=ドマ˥  ^アサガオ=ドマ˥
   C  ‾メ˥=ドマ  ‾ダイ˥=ドマ  ‾マ˥ド=ドマ  ‾ハタ˥ケ=ドマ  ‾アマザ˥ケ=ドマ
（38）  （21）の音韻論的解釈
     2σ
   A  ^ニワ˥=ミタイ  ^ニワ˥=ミタイ-ニ   （庭みたい(に)）
   B  ^ヤマ=ミタイ˥  ^ヤマ=ミタイ-ニ˥   （山みたい(に)）
   C  ‾マ˥ド=ミタイ  ‾マ˥ド=ミタイ-ニ   （窓みたい(に)）
　3音節名詞＋ドマを例に，上記の音韻的な型から実現型を派生する過程を示す。
（39）  「3音節名詞＋ドマ」における音調付与
  音韻型： ^サカナ˥ドマ   ^ココロドマ˥   ‾ハタ˥ケドマ
 
       LH L H         L H L H     L  H
  実現型： [サ]カナドマ～   コ[コロ]ドマ～   ハ[タ]ケドマ






文節全体としては 5音節 A型語の音韻表示（例：^ サカナナラ˥）にほぼ等しくなる。そのため，
文節末から数えて 3音節目の後ろに下降が生じる点など，表面上の音調も 5音節 A型に類似す
る（例：コ[コロ]ドマ≒サ[カナ]ナラ）。しかし表面上の音調の現れ方には若干異なる点もある。
23 正確には，ほぼ文節に一致することが多い何らかの韻律単位の内部。ここでは仮に文節としておく。pro-










（40）  ココロドマとサカナナラの韻律構造と実現型（( )Wは韻律語，{ }Phは文節を表す）
            韻律構造        実現型
   3音節B型＋ドマ：  { (ココロ)W (ドマ˥)W }Ph  コ[コロ]ド↓マ（↓: H-tone suppression）
   5音節A型：     { (サカナナラ˥)W }Ph    サ[カナ]ナ[ラ
　ここでの韻律語とは，安島方言において音節と文節の間に位置すると想定される韻律的単位を
指す。アクセント核が付与される単位に相当し，「自立語（＋従属付属語）」や「特殊・複合付属










     1σ     2σ      3σ       4σ
   A  カ-[ヤ]ロ  [ニ]ワ-ヤロ  サ[カ]ナ-ヤロ  ニ[ワト]リ-ヤロ
   B  [ハ]-ヤロ  ヤ[マ]-ヤロ  コ[コロ]-ヤロ  ア[サガオ]-ヤロ
   C  [メ]-ヤロ  マ[ド]-ヤロ  ハ[タケ]-ヤロ  ア[マザケ]-ヤロ
（41）  （23）の音韻論的解釈
     1σ     2σ      3σ       4σ
   A  ^カ-ヤ˥ロ  ^ニワ-ヤ˥ロ  ^サカナ-ヤ˥ロ  ^ニワトリ-ヤ˥ロ
   B  ^ハ-ヤロ˥  ^ヤマ-ヤロ˥  ^ココロ-ヤロ˥  ^アサガオ-ヤロ˥
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The Three-pattern Accent System of the Antoh Dialect of Fukui Prefecture: 
Accentual Behavior of Particles and Accent Neutralization
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Abstract
The Antoh dialect in Sakai City, Fukui Prefecture, has a three-pattern accent system, in which 
words have one of the three lexical accent patterns, Types A, B, and C, regardless of their length. 
This paper first describes the pitch patterns of the three distinctive accent types, and then discusses 
the accentual behavior of particles, which can drastically change the surface pitch pattern of the 
content word to which they attach. The same particles also cause accent neutralization; for instance, 
the distinction between Types A and B is neutralized when the particle doma ‘things like…’  is 
attached to a disyllabic word and that between Types B and C is neutralized when jaro ‘maybe’ is 
attached. In contrast, phrases consisting of a disyllabic word followed by the particle nara ‘as for’ or 
‘if ’ retain the three-way distinction. Finally, this paper attempts to give a phonological explanation 
for the surface pitch realization of the three accent patterns, and proposes that the three patterns 
are phonologically distinguished by the type of tonal registers, which are lexical features deciding 
the direction of pitch movement up to the accented syllable, and the presence or absence of a 
lexically accented syllable after which pitch falls.
Key words: three-pattern accent, Antoh dialect, accent neutralization, accentual behavior of particles
